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１ 問題のページへ

(1) S1 = -△ △OA P OA P0 0 0 1

= × × - × ×1
2

1
2

a a a atan sinq q

= -1
2

2a ( tan sin )q q
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その相似比はA P A Pn n n n: - -1 1 ,

すなわちOA OAn n: -1となる。
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［解 説］

無限等比級数の図形への応用というよく見かける問題です。問題文に図が書いてあ

りますので, 相似比の 2 乗が面積比というのを用いることも気づきやすいのではない

かと思われます。
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２ 問題のページへ
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［解 説］

y軸回転体の体積を求める問題ですが, xが yの関数として単純な式では表せません

ので, ここでは変数を yから xへと置換しました。これは必修技法の一つです。
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とおくと, つねに g ( )t ＞0より,

2 1 1x x x+ -＞ ＞( )のとき, f ( )x ＞0

2 1 1x x x+ -＜ ＜( )のとき, f ( )x ＜0

よって, f ( )x = 0となるのは, 2 1x x+ = のときだけである。
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(3) (1)より, f ( )x の最大値は x＞ -1に存在するので, x＞ -1における f ( )x の値

の増減を調べる。
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［解 説］

逆三角関数は高校数学の範囲外なので, 直接的な積分計算を回避して, 設問に答え

ていきます。この考え方が採用できたかどうかで, 本問の出来は決まります。
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以上の連立方程式をまとめると,

q pqs r= + ………①, qs pq= - ………②, q q s2 2 2 1+ = ………③

②から, q s p( )+ = 0となるが, q = 0とすると③が不成立。

q ¹ 0のとき, ③から sが存在し, ②から pが存在する。また, ①から rが存在す

る。

よって, ①②③をみたす p, q, r, sが存在する条件はq ¹ 0である。
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［解 説］

(2)と(3)の解は A が回転行列であることを利用しました。新課程では範囲外となっ

た事項で, 使用を避けたかったのですが, これを用いないと(3)がたいへんです。本問

を数 Cとして出題したとすると, 疑問が残ります。
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(1) 四角形 OAHBは長方形より, AB OH= = a

また, Ð = Ð =ABH AHP q
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よって, このとき OPは最小値 1
2

aをとる。

［解 説］

点 Pの軌跡はアステロイドの一部分となります。これがわかれば, (3)の結論はすぐ

に導けます。なお, (3)は微分の利用も可能ですが, やや大袈裟です。
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